
低炭素杯２０１８で茨城県勢２団体ともに受賞 
倉持産業株式会社が環境大臣賞金賞・花王株式会社鹿島工場が最優秀ストーリー賞 

                             2018年2月15日開催 日経ホール 

 

                                       茨城県地球温暖化防止活動推進センター 

 

＜プレスリリース要約＞ 

低炭素杯とは、環境省、文部科学省が後援し、低炭素杯実行委員会及び地球温暖化防止全国ネット等が主

催共催する、我が国最大のエコな取組について発表し合うプレゼン大会です。 

全国の市民・企業・学校・自治体等の多様な取り組み紹介、地域や団体の特性に応じた個性的な温暖化防

止の活動、取組のノウハウや情報を共有し、低炭素社会に向けて意欲を創出する「場」となることを目指し

て2011年から開催されています。低炭素杯2018には、全国から1,167団体が名乗りを上げ、有識者による厳

しい審査を経て、ジュニアキッズ部門６団体、学生部門９団体、市民部門８団体、企業部門７団体の計30

団体がファイナリストに選出されました。大会には、茨城県から倉持産業株式会社（企業部門）、花王株式

会社鹿島工場（企業部門）が出場し、倉持産業株式会社が企業部門の頂点となる「環境大臣賞金賞」を、花

王株式会社鹿島工場が「オルタナ 最優秀ストーリー賞」の受賞に至りました。 

 

  

 

＜低炭素杯２０１８＞ 

主催：低炭素杯実行委員会 委員長 小宮山宏（三菱総合研究所理事長）  

共催：地球温暖化防止全国ネット（事務局）、セブン-イレブン記念財団、LIXIL  

後援：環境省、文部科学省、プラチナ構想ネットワーク  

参加：全国1,167団体/ うち、審査によって選出されたファイナリスト：30団体  

日時：平成30年2月15日木曜日最終選考（プレゼン）・表彰式  

場所：日経ホール（東京都千代田区大手町）  

表彰：環境大臣賞（5件）グランプリ、金賞（各部門の最優秀賞）/文部科学大臣賞（2件）社会活動分野、学生

活動分野企業／団体賞（9件）セブンイレブン財団最優秀地域活性化賞、オルタナ最優秀ストーリー賞など/ゲス

ト審査員投票によるオーディエンス賞（2件）/アンバサダー特別賞（1件）/審査委員特別賞（1件） 

 

 

 

 



＜受賞内容＞ 

① 倉持産業株式会社（常総市）「鶏も人も幸せ」持続可能な低炭素養鶏業ＰＡＲＴⅡ「廃棄物編」 

[環境大臣賞・金賞]受賞 

1日当たり鶏卵を120万個出荷する倉持産業(常総市)は、８年前に省エネ・環境提案部を設立し、近隣へ

の悪臭や排水及び廃棄物処理等に真摯に取り組んできた。昨年までに養鶏場内全てに鶏に優しい淡赤色の

LED灯を導入、鶏舎の屋根は遮熱・断熱塗料を塗布することで冷暖房効率の向上を済ませ、鶏舎には鶏に

やさしい平飼いも導入したことで、低炭素杯2017で「最優秀エコーガニック賞」を受賞した。今回は、鶏糞

を２ヶ月かけて熟成させて有機肥料へ、卵の殻は製鉄所で還元剤として利用するなど、廃棄物リサイクルを

テーマに発表。継続した低炭素の取組が評価され「環境大臣賞金賞」が贈られた。 

     

② 花王株式会社 鹿島工場（神栖市）「砂地にみどりを～３５年間の森づくり」 

[最優秀ストーリー賞]受賞 

今から４０年前、鹿島砂丘と呼ばれてきた不毛の土地に工業地帯ができ、１９８０年に花王鹿島工場の立

地が決まった。工場では、建設当時から緑化方針を掲げ、樹木の成長を考慮して将来像を描いた緑化計画を

推進してきた。その方法は、入社や転入時に自分の木を植える記念樹です。成長した樹木は「社員の森」と

して親しまれながらＣＯ2削減に効果を示すとともに、ゴマダラチョウやタマムシが棲む昆虫ゾーン、メジ

ロやハクセキレイなどが羽を休める野鳥ゾーンなど、生物多様な空間に変化を遂げた。長期にわたって行わ

れてきた地道な活動は来場者に感激を与え「オルタナ 最優秀ストーリー賞」が贈られた。 

   

＜大会レポート＞ 

 茨城県から選出された２団体は、昨年８月に開催された県予選会「クールアースいばらき大会」主催：茨

城県地球温暖化防止活動推進センターに出場し、その取り組みを低炭素杯事務局の審査会に提出していまし

た。２団体ともに共通することは、担当者が茨城県地球温暖化防止活動推進員として、企業内外のエコに日

頃から積極的に動かれてきたことが今回の受賞に繋がったといえます。 

 ファイナリストに選出されるだけでも栄誉なことですが、２社ともに栄えある賞をいただけたことは大変

嬉しく思います。 

なお、昨年２０１７大会では、学校部門で緑丘学園水戸英宏小中学校が「環境大臣賞金賞」を受賞してお

り、茨城県勢が２年連続で環境大臣賞を受賞するに至ったことも快挙といえます。 

<プレス問い合わせ先> 

★茨城県地球温暖化防止活動推進センター(一般社団法人茨城県環境管理協会) 担当：川島省二 

★TEL029-248-7431 FAX029-240-1270  e-mail kawashima@kankyokanri.or.jp 

★低炭素杯写真等の提供希望ありましたら上記までご連絡ください。 

mailto:kawashima@kankyokanri.or.jp

